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論文の内容の要旨

論 文 題 目 万 引 き犯 の行 動 分析 と検 知 に 関す る研 究

ある調査 に よる と平成 15年 以降 ､犯罪 の発 生件数 は減少 に転 じた ものの､年 間 

200万件 を超 えてい る｡犯罪 防止 に関 し､欧米 で は､主 として防犯 の観 点 か ら理

論 的研 究が進 め られ ､防犯 環境設 計理論 ､犯罪機 会論 ､割れ窓理論 な どとして発 表

され てい る｡

一方 ､民間警備 会社 では､事務所や 家庭 な どの侵 入犯罪対策 と して､各種セ ンサ

を含 む機械 警備 システ ムの研 究開発 を進 めて きたが､抑止効果 はある ものの ｢犯罪

の未然 防止｣ にまで効力 を発 揮す る こ とがで きない｡

そ こで､本論 文 で は ｢初発 型犯 罪｣ で､犯罪 の道 に迷 い込む入 り口にな る といわ

れ る ｢万 引 き｣を対象 に､犯 人 の行動分析 とそれ に基づ く検知 方法 の研 究 を行 った｡

まず ､国 の犯罪 統計や 万 引き防止 を図 る 2つ の団体 の全 国調査 の結果 を調 べ､次

に万 引を防止す るための理論 的根拠 とな る国内外 の防犯理論 の研 究 を行 い､かつ実

際 に捜査 を担 当 した刑事 O B､万 引 き G メンの取締 りの ノ ウハ ウを直接調査す る と

ともに､現在 各店舗 で行 ってい る万 引き対策 を調 査 し､そ の効 果や 限界 ､課題 を明

らか に した｡

そ の結果 ､万 引は再犯性 が高 く､経 済的損失 も大 き く｢万 引は重大 な犯罪｣で ある

に もかかわ らず ､警 察 も専門組織 を持 っていない こ と､ 1件 の被害額 が小 さい こ と

な ど､国 の認識 も一般 の認識 も弱 く､またセル フ販 売業界 を中心 にカ メ ラ､万 引防

止装置 な どの防犯設備 が設 置 され て はい るものの､その効果 ､ コス ト､運用面 で課

題 が多 く､現状 のハ ー ド､ ソフ トの対策 とは異 なる抜本的 な解決策 が必要 である こ

とが判 った｡

そ こで､人手 を介 さず効 率的 に犯人 を特定す るシステ ムを研 究 した｡具体的 には､

購 買者 の行動履歴 と売 り上 げデー タの照合結果 か ら犯行 時 間 を割 り出 し､その時 間

の監視 カ メ ラ映像 か ら犯人 を特定す る方 式 を考案 し､そ の具体化 を図 った｡

犯人 の行動履歴 は､① カ メラで撮影 した映像 の画像処理 を利 用 した方式 と､②赤

外線 セ ンサ ア レー を用 いた新 たな方式 の 2つ の方式 で得 る こ ととし､その実験的検

討 を行 った｡
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① のカ メ ラ方 式 は､各種 の用途 に向けた技術 的 な検討 が既 に進 め られ てい るもの

で実現性 が高 いが､ カ メ ラは コス トが高 い こ とや 一般 の購 買者 に対 して も心理的 な

ス トレス を与 え るやす い こ とが欠 点で あ る.(参の赤外線方 式 は本研 究が初 めてで あ

り､解決す べ き課題 は多 くあるが､ コス トの面や購 買者 に とって はス トレスがない

こ とが優位 であ る｡

まず ､① のカ メラに よる方式 を実際 の コン ビニ の店舗 に設 置 し､半年 間実験 を行

った｡ 画像処理 に よる顔検 出では､顔 の向 きに よ り正 しく顔 を検 出で きない場合 が

あ るた め､実験 システ ムではオ フライ ンで手作業 に よ り行動履歴 を求 めたO捕捉率

は 9 0%軽度 であった｡本 システ ムを利用す るこ とで､着 目した商 品の前 に購 買お

よび万 引 きのた めに人 が滞留す る時間 を求 め るこ とがで きたO

② の赤外線 セ ンサ に よる方式で は､焦電セ ンサ をア レ-状 に配置 し､その検 出電

圧 をデー タ処理装置 に集 約 して行 動履歴 を求 める｡研 究課題 として は､セ ンサの検

知範 囲の制限 と最適 化 ､静止時非検 出問題 ､複 数人 の識別 ､ これ らを解決す るた め

に必 要 なセ ンサ配置 間隔 な どを明 らか にす る必 要が あ る｡ これ らを実験 に よ り検討

した｡本 システ ムで は多数 のセ ンサ を天井 に配置す るこ とにな るた め､装置構成や

工事が容易 にな るよ うに､セ ンサ- の配線 はバ ス構成 に した｡ 1つ の ライ ンでは約 

10佃 のセ ンサ が接続 可能 であ る｡

静止 時の問題 はデー タ処理 アル ゴ リズムの工夫 で解決 した｡すれ違 いな どの際 に

人 の行動経路 を正確 に検 出す るのは､セ ンサ を 50 cm間隔程度 で配置す る必要 の

あ るこ とがわか った｡

これ らの実験 的検討 に よ り､赤外方 式で も① と同様 に人 の行動履歴 を求 め られ る

こ とが確認 され た｡

実用 時の さま ざまな状 態- の対応 につ いて は さらに研 究を深 め る必 要が あ るもの

の､ これ らの研 究の結果 か ら､提案 した方式 は万 引 きを速や かに検 出す るシステ ム

と して十分応 用 で き るこ とが判 ったC

従 来 は万 引 き検 出のた めに事後 に全 ての録画 映像 を検 索せ ね ばな らず膨大 な時間

がかか るた め､その適 用 は殺 人事件 な どの重 大 な犯罪 に関連 して警 察 な どの捜査機

関が実施す る場合 に限 られてお り､ 実際上万 引 き犯罪 では殆 ど利用 され るこ とはな

か ったが ､本提案 システ ムを利 用すれ ば､特 定 の場所 に立 ち寄 った映像 だ けを選 択

的に検 索す るこ とで検 出の ス ピー ドア ップが 図れ るた め､例 えば毎 日録画映像チ ェ

ックを行 うこ とも困難 ではな く､ これ まで見逃 され て きた万 引きを漏 らさず検 出で

き る可能性 が あ る｡

あ る条件 の もと (ここでは購 買や万 引 き時 の滞留 時間 を 10秒 ､ 1つ の商 品の前

を通過 す る時 間は 1秒 ､購 買客は 1日 2000名 と仮 定) の推定で は､ 1日分 の録

画映像 チ ェ ックは 17- 33分 で済む とい う結果 が得 られ た｡

これ までは内部 の者 がバ ックヤー ド (倉庫 な ど) な どで万 引 した場合 で も不 明 ロ

ス とせ ざるを得 なか ったが､本方式 を適用 し全 日検 索等 に よ り店舗側 の万引状況 の

詳 細 が明 らか になれ ば､外部 の者 の犯行 以外 は内部犯 であ る と特定で きるので､ こ

れ まで見逃 され て きた 内引 きを も減少 させ るこ とがで き る｡

提案 した システ ム と顔認 証 システ ム と融合すれ ば､万 引 き犯 来店 時 にア ラー ム を

出す こ とがで き､ それ に よ り店員 が注意 を払 うことで万 引 きを未然 防止す るこ とも

可能 とな るD

更 に将 来､万 引 き犯 の行 動パ ター ンデー タか ら､パ ター ンマ ッチ ングな どの方 法

に よる逸脱行動 を検 知 システ ムがで きれ ば､ 当該者 の履歴 な しに万 引き犯 の犯行 を

検 出す るこ とも十分 に考 え られ る｡
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第 1章 では､本研 究の背景 と各章 の概 要 を説 明 してい る｡

第 2章 では､万引 き犯罪 の発 生 ･検挙状 況 と万 引 き犯罪 の位 置付 けを犯罪 統計 か ら僻

瞭 してい る｡その上で､万 引きは再犯性 が高 くかつ犯罪 の道 に迷 い込む入 口にな るた

め､万引 きを防止す るこ とは犯罪対策上か らも重要で､特 に将来性 のあ る青少 年 に万

引 き させ ない こ とは重 要であ るこ とを明確 に してい る｡

第 3章 では､防犯環境設計 ､犯罪機 会論 ､割れ 窓理論 な どの最近 の内外 の防犯理論 に

つ いて述べ ている｡これ らの防犯理論 は､窃盗 な どの犯罪 は勿論 の こ と万 引 き犯罪 を

起 こ させ ないための理論 的 な根拠 とな るO

第 4章 では､万引 き犯 の特徴 と対策 として､小売 ･サー ビス業､ ドラ ッグス トア にお

ける実態 とその対策 の現状 を調査 した結果 を述べ てい る｡あわせ て､万 引 きにつ いて

の青少年 の意識 を調査 した結果 につ いて も述 べてい るO

第 5章 では､万引 き防止 のた めの具体 的対策 として､その手 口の詳細 と現在 の対策 ､

店舗 での防犯対策機器 の設置例 ､防犯 カ メラ､万引 き防止装置 な どの機 能 と課題 につ

いて述 べ てい る0

第 6章で は､長年窃盗犯お よび万引 き犯 の取調べ に従事 した刑 事 O Bや ､長年保 安業

務 に従事 してい る万 引 き Gメ ンに､窃盗犯や 万 引 き犯 の下見､服装 ､表 情､行 動パ タ

ー ン､犯行 手 口な どを詳細 に聞 き取 り調査 した結果 について述べ てい るO

第 7章で は､第 2章か ら第 6章 までの調査 した結果か ら得 られ た､万 引 き犯 の行 動分

析 な どで得 られ た知見 を述べ てい る｡
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近年 ､画像 その他 の手段 を用いて人 間の不審行動 を検知す るシステ ムの研 究が､研

究機 関､ メー カー な ど多方 面で進 め られ てい るD 特 にテ ロ対策 に有効 な手段 にな り

得 る として､国 の後押 しもあ るこ とか ら急速 に検討 が進展 して きた｡ そ こで第 8章

で は､その調 査結 果 を述 べてい るD そ して､調査 の結果判 明 した研 究成果 を利 用 し

て､ コン ビニ ･スーパ ー な ど主 としてセル フ販売 を行 ってい る店舗 での万 引きに的

を絞 って､事後 で はあ るが万 引 きを比較 的簡 単 に検 出で き る ｢新 た な万 引き検知 シ

ステ ム｣ を新 た に提案 してい る｡

第 8章 で提案 した システ ムが有効 に機 能す るた めには､人物 の動線 を正確 に把握す

る必 要 があ る｡ そ こで第 9章 では把握 す る手投 としての 2つ の方式 の うち､カ メ ラ

に よる方式 につ いて､実証実験 を行 っ結 果 の詳細 を述 べて い るD

第 10章で は､本研 究オ リジナル の方式で あ る赤外線 セ ンサ に よる人物動線把握 方

式 について､そ の原 理 ､基本 的実験 ､お よび複 数セ ンサ に よる動線 検 出実験結果 を

述べ てい る｡

第 11章 では､提案 した ｢万 引き検知 システ ム｣ が､事後 の検 出時間 を大幅 に短縮

で きるこ と､また万 引 き､内引きの両方 に効 果 を発揮 で き るこ とを示 してい るD

第 12章 では､本研 究で得 られ た結論 を述べ て い る｡ また､本研 究で進 めて きた人

物 の動線 デー タ取得 システ ムが､防犯 日的以外 にも､例 えばマーケ ッ トリサーチ な

ど応 用範 囲が広 い こ とについて述べ てい るD

以上 ､本研 究 は万 引 き犯 に焦 点をあて､犯行 の現状 と検 出方法 につ いて検討 を行 い

実用化 可能 な検 出システ ムを実験 に よって明 らかに した0本研 究は万 引きの犯行 の

発 見のみ な らず ､その予 防や青少年 が犯罪- 向か う入 り口を断 ち切 る とい う効果 も

期待 で き､社 会 的 に も大 きな意義 が認 め られ る｡ よって､本論文 は博 士 (工学) の

学位 論文 として十分 な価値 を有す るもの と認 め る｡




